
 

資料３ 

 

平成２５年度 ９月補正予算案の概要 

 

１ 総  括 

   緊急防災・減災事業など災害に備え県民の安心・安全を向上させる施策に予算措置

を講じるとともに、さいたま新都心医療拠点の付加機能整備に係る経費など、当面緊

急に対応すべき事業について補正予算を編成した。 

  

２ 補正予算の規模 

  一般会計                                   ６３億７，７６７万円 

  （補正後累計           １兆６，８５４億５，６１０万４千円） 

  企業会計（病院事業、水道用水供給事業）        ７，８５６万円 

 

３ 主な内容 （特に記載のないものは一般会計の内容） 

 ○ 大規模災害に対する備えの強化 

  ・緊急防災・減災事業              １９億２，９５５万６千円 

    橋りょうの耐震補強、県営公園の防災関連施設（マンホールトイレ、自己発電型

照明灯など）の整備、避難所となる県立学校体育館の天井材落下防止工事など 

  ・緊急輸送道路の公共下水道マンホール浮上防止対策の前倒し ４８０万円 

  新震災時の応急給水拠点の拡充≪水道用水供給事業会計≫ ６，０６６万５千円 

 

 ○ さいたま新都心医療拠点の付加機能の整備 

  ・発達障害支援の拠点施設、総合医局機構など付加機能の整備に係る病院事業会計へ

の負担金                    １億１，３１９万２千円 

  

 ○ その他 

  ・国の経済対策に伴う基金を活用した事業の追加 

    雇用創出事業［緊急雇用創出基金］         ９，１９９万円 

    社会福祉施設等のスプリンクラー設置に対する助成［社会福祉施設等耐震化等臨時特例基金］ 

                           １億５，２４４万３千円 

    在宅医療推進のための市町村支援［地域医療再生基金］ ２，７３０万８千円 

  ・復興関連基金の国への返還            ８億４，０７３万３千円 

 

４ 主な財源（一般会計） 

  ・ 国庫支出金                 ２１億９，００５万５千円 

  ・ 繰入金                   １０億６，１６５万９千円 

  ・ 繰越金                    １億１，６２１万８千円 

  ・ 県債                    ２９億５，４００万円 


